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.永或はその他の液体が木材中-湊透する場合, 其の経路を直接顕微鏡的 に見 る･ことが出来れば
㌔

甚だ便利である｡このためには,着色性の強い塩基性染野 (例えばフクシンなど)の水溶液に木材

を浸盛して水の遼遠部の染色されることが以前か らよく利用されて来た｡しかし,木材に親和性の

ある染料では,その親和性に応じて,水と同上速さで流動するこよなく,親和性の強いほど水の方

がよけいに発行するので,染色部分が必ず しも水の波透部分のすべてにはあた らない｡親和性の蘇I

くない酸性染料 (例えばェオシソなど)を利用すれば,水の先行は認めにくいが,着色性が強 くな

いので,顕微鏡下では染色部分が判然としに.くいことが多い｡のみならず,濃 く着色している木材

では染料は利用できなし.1｡

染料の代 りtに蛍光物質を用いれば水が発行 しに くいと思われる場合がある｡ このような蛍光物質･

,>の稀薄水溶液に木材を浸漬し,これを切断して紫外線をあて,蛍光を発せしめれば,%'の濠透経路

が見 られるわけであらう｡ 水が発行 しにくいと考えられる蛍光物質を見当づけるために,次のよう

､な実験をした｡･

一体紙 (ここでは リグニンを含む新聞紙を利用した)よか鍾層の上に親和性の強V､染料水溶液を

滴下すれば,水は発行 して拡が り,染料はそれよりはるかに後れる｡しかし,下記のような蛍光物＼

質の稀薄水溶液を滴下し,紫外線をあて叫 ま,水の湊透 している部分は全体が蛍光を発する｡こう

した蛍光物質は繊維素及び リグニン等には凝和性がないか.q あってもわずかなのであろう｡ 実際,

木材を用いて実験 しても,水は発行 しないようである｡

実験に用いた蛍光物質は無機塩類及び有機塩頬セある｡ 無機塩類は概 して蛍光は非帯に弱く,硝

酸ウラニルは蛍光は強いが,普通の染料の如 く水の方が発行する｡ また有機塩類 として は ベ ンゼ

ンスルフォン酸 ソーダ･スノソファ- ル酸 ソーダ,β-ナフク1)ンスルフォン酸 ソーダ,4-アミノ

ナフタリン-1-スル.7オン酸 ソーダ,β-メチルケンベ リフェロンを用いたが,いずれ も新聞紙

或 は飽 層では湊透が水と同じ速さであらた. 羊 P9ntah-1nelWhite (2ア ミノスチルベン誘導体)

LeucophoreB (化学構造不明)のような繊維素に親和性の少ない蛍光物質では紙に対 しても木材

に対しても水がはるかに尭行した.また水が発行しない上記の蛍光物質の蛍光の強さは次loようで

あった｡ベンゼンス,i,フォン野 ソ-ダ<β-ナフタリンスルフォン酸 ソーダ<スルファニル酸 ソ-

ダ<4-アミノ ナタリン-1-スJL,フォン酸 ソ-ダ<β-メチルウンベ リフェロン｡

-そこで我々は上記の蛍光物質中β-メチルウンベ リフェロン及び4-アミノナフク1)ン-1-ス
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ルフォン酸 ソ-ダの 2つを使用することにした.･これ らの中,前者は水に対して0.2,00117_しか溶け

ないが,この濃度で十分蛍光は強い｡叉後者は溶解度は非常に犬きいが,最大蛍光の強さの濃度は

5%前後である｡又両物質共に酸性側よりアルカリ性側の方が蛍光は強いが,使用する際には中性

で も十分に其の目的を連することができる｡

これ らを木材に湊透させた場合,認められる蛍光の強さの最大部に当る波長は約4500Åである｡

顕微鏡写兵は第 1区汀こ示すような装置で操る｡即ち,ランプ窒(2)中のグライクー SHL80型超高圧

水銀燈 (日本電池株式会社製)よりWooDH氏フィルク-(:3)を通 して出る紫外線 (波長 3000-40

OOA)をさらに集光 レンズ(4)で集光 し,顕微鏡の裁物台上の,し予め蛍光物質水溶液に浸漬し切断し

た木材片(5)にあてると,水溶液の湊透 している部分だけが蛍光を発する｡ これを顕微鏡で拡大 し,

鏡筒上のカメラで撮影するのである｡

この場合未湊透部分よりの紫外線の反射を防 ぐために,WALZY｡フィルターを接眼鏡 の上 に 入

れて撮影する｡ このY｡フィルターは4200Å以下の紫外線を吸収する特性を持っているので水場誘

部分から発する蛍光のみがフイルムに感光することとなる｡ なお 浸漬後乾燥 した試料であれば,壁

光の強さが減じ,そのためコン トラス トが弱くなるので,湿潤試料のま ｣撮影 した｡

次の写兵 (第 2-8図)はヒノキ,スギ材片の繊維方向両端南山外の面を蝋で封じ,β-メチル

ウンべ リフェロンの0.2%水溶液中に常温で 3-5時間浸漬した後,放射方向に切断したものにつ

いて撮影したものであるo

これ らの写真に,よれば3-5時間の浸演では,秋材には殆ど水が湊透せす,長時間例えば1-

2日間も浸漬すれば,わず かに遼遠するようであり,射出綾には遼遠する場合もあ り,モうでない

場合 もあるようである｡ こうした事柄についてはさらに検討をつ づけたいと思 う｡

R畠sume

Whenthecutsectionofwoodpiece,wh'chwassoakedinaqueous針methylumbelliferon

solution,lSirradicatedbyultravioletlightlamp,thewater--penetratedportionemitsstrong

fluorescence.

Microphotographsaregiven.
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第 1図 蛍光顕微鏡写真猿是

(1)変圧器 (2)ラソ プ室 (3)wDOd氏 フィル タ-

(4)集光レン7I(5)試片 (C)Yoフイ)Lタ-

(7)暗箱

第3図 ス ギ

(r-75×)
長時間浸溝の為秋材の一部に渉透が見ら
れるo (右上)

第 2図以下の白色光輝部は蛍光をあらわしこの部分
には水が浸入している｡

第 2図 ス ギ

(r-75×〕

第4図 ス ギ

(r-75×)
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第5図 ス ギ

(∫--75)く)

第7図 ヒノキ

第 6図 ス ギ

射出線断面の白いものには水が入っている

第8図 ヒノキ

(r-75〉く)

--L1 - -


